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1 はじめに

アート・エンターテインメントや楽器インターフ

ェースなどの分野において、近年は音声情報を用い

た視覚表現の研究が盛んである [1]。
一方、センサ情報を用いて音声を生成する研究も

同分野で盛んに行なわれている。本稿では、その中

でも空間情報（2次元／ 3次元）を利用したもの、あ
るいは画像情報を用いたものについて概観する。

2 平面情報の時間-ピッチへの変換

Iannis Xenakisが発明したUPIC[2]はいわば楽譜
のディジタル的な概念をアナログに置き換えたよう

なもので、描画した線形について横軸が時間、縦軸

が音高として音楽が生成される。

音の可視化技術としてスペクトログラムがあるが、

これも横軸が時間、縦軸が音高（周波数）に対応す

るという点では UPICと同様である。実際、可視化
の逆として、スペクトルグラムをラスター画像とし

て編集して音声信号を得るMetaSynthなどのソフト
ウェアが開発されている。エイフェックス・ツイン

などの音楽家が実際にこれらのソフトウェアを用い、

幾何学図形や写真に基づいた楽曲1を発表している

[5]。
また、動画投稿サイトでは最近 The Music Ani-

mation Machine[6]などを用いた “MIDIアニメ”と
呼ばれる作品が多く投稿されており、UPICと楽譜
（ピアノロール）の中間的存在ともいえる。

TENORI-ON[4]も横軸を時間、縦軸をピッチとし
ているので同じ系統であるといえる（ただしモード

による）。

1画像情報を用いる場合、高周波成分も多く含まれることにな
り、金属的な音になりやすい。

3 平面情報を用いたその他の音声

信号化

前節のように平面図形や画像の横軸を時間、縦軸

をピッチ（周波数）とみなす方法は直感的である。し

かしながら、これらの方法では入力図形が回転した

場合に出力が異なるなど、図形的特徴を反映したも

のではない。

LevinによるManual Input Sessions[7]では、シ
ルエット画像から輪郭線を抽出し、面積や周囲長な

どの特徴量をMIDI信号に変換しており、図形的特
徴を反映している。

また、著者の研究は、入力図形の拡大・縮小や回

転に対して割り当てられる音色が同じであり、図形

的特徴を音声信号と結びつけることに重きを置いて

いる [8]。
ラスター画像の輝度値を音声信号に変換する研究

もいくつかあるが、音楽に用いる以外にシーン情報

の伝達手段として研究される2例もある [9]。

4 汎用的な視聴覚情報処理システ

ム

アート・エンターテインメント分野で画像を用い

た音声処理を行なう環境としてはMaxがもっとも有
名であり、これを用いたさまざまな作品 [13][15]が
作られているが、この他にも特定の画像処理を中心

とした汎用的な環境が開発されている。

BigEyeは，画像情報を MIDI信号に変換するた
めのプログラミング環境であり、検出した対象物の

色情報や動きをどうやってMIDI信号に変換するか
を自由に記述できる。[12]

2ちなみに、鳥の鳴き声研究に携わってる知人によると、鳥の
声と脳波を照らし合わせるため、脳波を音として聞いてるそうで
す。
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EyesWebはMaxに似た環境であり、主にダンス
と音楽の融合のために作られている [11]。

5 ジェスチャー入力

そもそも、電子音楽の祖であるテルミンも一種の

空間情報を用いた楽器インターフェイスであり、更

に遡れば管弦楽器などもピッチを（3次元空間上で
の 1次元の）空間情報を用いて制御している。空間
情報を用いた音色生成という観点からすると、任意

の画像や図形から音色を生成するものよりは、人間

のジェスチャーを解析して入力インターフェースと

して用いるものの方が圧倒的に多い [10]。
ジェスチャーを解析する方法は、上記のような画

像処理によるものと、Wii Musicのように加速度セ
ンサーを用いるものに大別される。

楽器の模擬としてのインターフェイスも数多く

研究されているが、Very Nervous System[14] や
Mouthesizer[10]、SoFA[15]、などのように、体の動
きそのものを楽器インターフェースとして用いるも

のも増えている。

6 視聴覚融合インターフェースお

よび作品

楽器インターフェースは近年KAOSSILATOR[3]
や TENORI-ON[4]など、作曲やライブパフォーマ
ンスにおいて実用的な製品が多く開発されており、

Audiopad[2] などのタンジブルインターフェースを
用いたものもある。

7 まとめ

本稿では、空間情報を音声情報に変換する研究を

概観した。今回紹介した作品・システムの一部など

を以下の表にまとめる。

画像処理やセンサ情報処理に特化した環境が充実

する中、インターフェースはアイデア次第で次々と

新しいものが作られているが、それをどのような音

に変換するかはまた別問題であり、そこの処理で変

わり映えするものは少ない。特に、音色を自由に作

り出す方法についてはあまり検討されておらず、こ

れから研究を進めたいところである。
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